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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月22日(2016.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　安全網（１００，２００，３００）を製造する方法であって、
　－先ず、それぞれ少なくとも１つのロープ（１０４，２０４，３０４）から、少なくと
も第１網要素（１０１，２０１，３０１）と、少なくとも第２網要素（１０２，２０２，
３０２）とを、自己完結状態で個々に製造し、こうして製造された該網要素が、それぞれ
少なくとも２つのロープ部分（１０４ａ，２０４ａ，３０４ａ及び１０４ｂ，２０４ｂ，
３０４ｂ）が交差する複数のロープ接合部（１０５，１０５’，２０５，２０５’，３０
５，３０５’）を有するように、前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）及び前記第
２網要素（１０２，２０２，３０２）のロープ（１０４，２０４，３０４，１０４’，２
０４’，３０４’）を案内し、
　－前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）の第１網縁部（１０６，２０６，３０６
）が前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）の第２網縁部（１０６’，２０６’，３
０６’）に面するように、該第１網要素（１０１，２０１，３０１）と該第２網要素（１
０２，２０２，３０２）とを、互いに平行に、且つ、形成されるべき安全網（１００，２
００，３００）の長手方向（Ｌ）に所定の間隔で配置し、
　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）は、前記第１網縁部（１０６，２０６，３
０６）に配置された複数の第１ロープ縁部（１０７，２０７，３０７）を有し、
　前記第１ロープ縁部は、それぞれ２つのロープ接合部（１０５，２０５，３０５）の間
で延在し、前記第２網縁部（１０６’，２０６’，３０６’）に面しており、
　前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）は、前記第２網縁部（１０６’，２０６’
，３０６’）内に配置された複数の第２ロープ縁部（１０７’，２０７’，３０７’）を
有し、
　前記第２ロープ縁部は、それぞれ２つのロープ接合部（１０５，１０５’，２０５，２
０５’，３０５，３０５’）の間で延在し、前記第１網縁部（１０６，２０６，３０６）
に面し、
　－次いで、少なくとも１つの結合用ロープ（１０８，２０８，３０８）を用いて、前記
第１網要素（１０１，２０１，３０１）の第１ロープ縁部（１０７，２０７，３０７）の
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少なくとも一部を、前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）の、前記第１ロープ縁部
（１０７，２０７，３０７）に面する前記第２ロープ縁部（１０７’，２０７’，３０７
’）の少なくとも一部に結合し、
　－それぞれ少なくとも２つの結合用ロープ部分（１０８ａ，２０８ａ，３０６ａ及び１
０８ｂ，２０８ｂ，３０６ｂ）が交差する複数の結合用ロープ接合部（１０９，２０９，
３０９）を有する自己完結型の結合用網要素（１０３，２０３，３０３）が得られるよう
に、前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）と前記第２網要素（１０２，２０２，３
０２）との間に、前記少なくとも１つの結合用ロープ（１０８，２０８，３０８）を案内
する、方法。
【請求項２】
　少なくとも前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）と前記第２網要素（１０２，２
０２，３０２）とを、それぞれ１つのロープ（１０４，１０４’，２０４，２０４’，３
０４，３０４’）から製造する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）と前記第２網要素（１０２，２０２，３０
２）との間に、１つの結合用ロープ（１０８，２０８，３０８）を案内する、請求項１又
は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）及び前記第２網要素（１０２，２０２，３
０２）のロープ縁部（１０７，１０７’，２０７，２０７’，３０７，３０７’）の各々
と、前記結合用ロープ（１０８，２０８，３０８）との結合を、ルーピングにより、溶接
により、ガイド手段を用いて、および／又は、クランプ手段を用いて、実現する、請求項
１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）の第１網縁部（１０６，２０６，３０６）
、及び／又は前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）の第２網縁部（１０６’，２０
６’，３０６’）は、前記結合用網要素（１０３，２０３，３０３）の結合用ロープ（１
０８，２０８，３０８）に対して運動可能である、請求項１から４までのいずれか１項に
記載の方法。
【請求項６】
　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）のロープ（１０４，２０４，３０４）の端
部、前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）のロープ（１０４’，２０４’，３０４
’）の端部、および、結合用網要素（１０３，２０３，３０３）の結合用ロープ（１０８
，２０８，３０８）の端部の少なくとも一方を、それぞれ向き合わせ、永久結合手段（１
１２，２１２）によって、自己完結する、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方
法。
【請求項７】
　－前記ロープ（１０４，１０４’，２０４，２０４’，３０４，３０４’）の交差ロー
プ部分（１０４ａ，１０４ａ’，２０４ａ，２０４ａ’，３０４ａ，３０４ａ’及び１０
４ｂ，１０４ｂ’，２０４ｂ，２０４ｂ’，３０４ｂ，３０４ｂ’）、
　－前記ロープ接合部（１０５，１０５’，２０５，２０５’，３０５，３０５’）の少
なくとも一部、及び／又は前記結合用ロープ（１０８，２０８，３０８）の交差ロープ部
分（１０８ａ，１０８ｂ，２０８ａ，２０８ｂ，３０８ａ，３０８ｂ）、及び、
　－前記結合用ロープ接合部（１０９，２０９，３０９）の少なくとも一部
は、溶接、ポッティング、フェルール、及び／又はクランプによって、結合される、請求
項１から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記網要素（１０１，２０１，３０１，１０２，２０２，３０２）及び／又は前記結合
用網要素（１０３，２０３，３０３）の製造のために、鋼のワイヤロープを使用する、請
求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
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【請求項９】
　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）と前記第２網要素（１０２，２０２，３０
２）とを、サイズ及び形状に関して同一構造で製造する、請求項１から８までのいずれか
１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）と、前記第２網要素（１０２，２０２，３
０２）と、前記結合用網要素（１０３，２０３，３０３）とを、サイズ及び形状に関して
同一構造で製造する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　製造された前記網要素の各々が、前記安全網（１００）の長手方向（Ｌ）に複数行（Ｒ
）のロープ接合部（１０５，１０５’）を有し、前記安全網（１００）の長手方向（Ｌ）
に対して直角に延びる横方向（Ｑ）に複数列（Ｓ）のロープ接合部（１０５，１０５’）
を有するように、前記第１網要素（１０１）及び前記第２網要素（１０２）のロープ（１
０４，１０４’）を案内し、
　前記安全網（１００）の横方向（Ｑ）に配置された１つの列（Ｓ）の結合用ロープ接合
部（１０９）を有する自己完結型の結合用網要素（１０３）が得られるように、前記第１
網要素（１０１）と前記第２網要素（１０２）との間に、前記少なくとも１つの結合用ロ
ープ（１０８）を案内する、請求項１から９までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　製造された前記網要素の各々が、前記安全網（２００）の長手方向（Ｌ）に対して直角
に配置された横方向（Ｑ）に配置された１つの列（Ｓ）のロープ接合部（２０５，２０５
’）を有するように、前記第１網要素（２０１）及び前記第２網要素（２０２）のロープ
（２０４，２０４’）を案内し、
　前記安全網（２００）の横方向（Ｑ）に配置された１つの列（Ｓ）の結合用ロープ接合
部（２０９）を有する自己完結型の結合用網要素（２０３）が得られるように、前記第１
網要素（２０１）と前記第２網要素（２０２）との間に、前記少なくとも１つの結合用ロ
ープ（２０８）を案内する、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　製造された前記網要素の各々が前記安全網（３００）の長手方向（Ｌ）に複数行（Ｒ）
のロープ接合部（３０５，３０５’）を有し、前記安全網（３００）の長手方向（Ｌ）に
対して直角に延びる横方向（Ｑ）に複数列（Ｓ）のロープ接合部（３０５，３０５’）を
有するように、前記第１網要素（３０１）及び前記第２網要素（３０２）のロープ（３０
４，３０４’）を案内し、
　前記安全網（３００）の長手方向（Ｌ）に配列された複数行（Ｒ）を有する自己完結型
の結合用網要素（３０３）と、前記安全網の横方向（Ｑ）に配列された複数列（Ｓ）の結
合用ロープ接合部（３０９）とが得られるように、前記第１網要素（３０１）と前記第２
網要素（３０２）との間に、前記少なくとも１つの結合用ロープ（３０８）を案内する、
請求項１から１０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　特に雪崩、落石、倒れてくる木、泥滑動、土流からの保護のため、又は傾斜安定化のた
めの安全網（１００，２００，３００）であって、
　少なくとも第１網要素（１０１，２０１，３０１）と、
　少なくとも第２網要素（１０２，２０２，３０２）と、
　少なくとも１つの結合用網要素（１０３，２０３，３０３）と、から構成され、
　ａ）前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）は、
　　それぞれ少なくとも１つのロープ（１０４，２０４，３０４）から自己完結状態で個
々に製造され、且つ、
　　それぞれ少なくとも２つのロープ部分（１０４ａ，２０４ａ，３０４ａ及び１０４ｂ
，２０４ｂ，３０４ｂ）が交差する複数のロープ接合部（１０５，２０５，３０５）を有
し、
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　ｂ）前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）は、
　　それぞれ少なくとも１つのロープ（１０４’，２０４’，３０４’）から自己完結状
態で個々に製造され、
　　それぞれ少なくとも２つのロープ部分（１０４ａ’，２０４ａ’，３０４ａ’及び１
０４ｂ’，２０４ｂ’，３０４ｂ’）が交差する複数のロープ接合部（１０５’，２０５
’，３０５’）を有し、且つ、
　　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）の第１網縁部（１０６，２０６，３０６
）が前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）の第２網縁部（１０６’，２０６’，３
０６’）に面するように、前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）に対して平行に、
前記安全網（１００，２００，３００）の長手方向（Ｌ）で所定の間隔を置いて配置され
ており、
　前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）は、前記第１網縁部（１０６，２０６，３
０６）内に配置された複数の第１ロープ縁部（１０７，２０７，３０７）を有しており、
　前記第１ロープ縁部は、それぞれ２つのロープ接合部（１０５，２０５，３０５）の間
で延在し、前記第２網縁部（１０６’，２０６’，３０６’）に面しており、
　前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）は、前記第２網縁部（１０６’，２０６’
，３０６’）内に配置された複数の第２ロープ縁部（１０７’，２０７’，３０７’）を
有し、
　前記第２ロープ縁部は、それぞれ２つのロープ接合部（１０５’，２０５’，３０５’
）の間で延在し、前記第１網縁部（１０６，２０６，３０６）に面しており、
　ｃ）前記結合用網要素（１０３，２０３，３０３）は、
　　それぞれ少なくとも１つの結合用ロープ（１０８，２０８，３０８）から自己完結状
態で製造され、
　　それぞれ少なくとも２つの結合用ロープ部分（１０８ａ，２０８ａ，３０８ａ及び１
０８ｂ，２０８ｂ，３０８ｂ）が交差する複数の結合用ロープ接合部（１０９，２０９，
３０９）を有し、
　少なくとも１つの結合用ロープ（１０８，２０８，３０８）を用いて、前記第１網要素
（１０１，２０１，３０１）の第１ロープ縁部（１０７，２０７，３０７）の少なくとも
一部は、前記第１網要素（１０１，２０１，３０１）の前記第１ロープ縁部（１０７，２
０７，３０７）に面する、前記第２網要素（１０２，２０２，３０２）の前記第２ロープ
縁部（１０７’，２０７’，３０７’）の少なくとも一部に結合されている、安全網。
【請求項１５】
　雪崩、落石、倒れてくる木、泥滑動、土流からの保護のため、又は傾斜安定化のための
、請求項１４に記載の安全網（１００，２００，３００）の使用。
【請求項１６】
　前記永久結合（１１２，２１２）は、クランプによって構築される、請求項６に記載の
方法。
【請求項１７】
　－前記ロープ（１０４，１０４’，２０４，２０４’，３０４，３０４’）の交差ロー
プ部分（１０４ａ，１０４ａ’，２０４ａ，２０４ａ’，３０４ａ，３０４ａ’及び１０
４ｂ，１０４ｂ’，２０４ｂ，２０４ｂ’，３０４ｂ，３０４ｂ’）、
　－前記ロープ接合部（１０５，１０５’，２０５，２０５’，３０５，３０５’）の少
なくとも一部、及び／又は前記結合用ロープ（１０８，２０８，３０８）の交差ロープ部
分（１０８ａ，１０８ｂ，２０８ａ，２０８ｂ，３０８ａ，３０８ｂ）、および
　－前記結合用ロープ接合部（１０９，２０９，３０９）の少なくとも一部
は、スターラップクランプ及び／又はクロス・クランプ（１１３，１１４，２１３，２１
４，３１３，３１４）によって結合される、請求項１から６のいずれか１項に記載の方法
。
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